
　　　　

2025 年 3 月 21 日

8 時 30 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・北九州市福祉事業団は、人と知識と技術を結集して一人ひとりの幸せを大切にする社会づくりに貢献します
・利用者が一人の人格として当然払われるべき尊厳を保ち、幸せで文化的な生活を確保できるよう利用者のニーズに対応しながら、ご家庭や地域での生活を支援します

事業所名
北九州市立総合療育センター西部分所
きらきら通園

作成日支援プログラム

・保育活動を通じて、周囲の必要な情報やルール等を認知できるように支援する
・児の発達、特性に合った情報を得るための支援方法(視覚支援・環境設定など)を適切に取り入れ、認知機能の発達を促す
・行動の背景や要因を考え、適切でスムーズな行動ができるような支援方法(促し方・環境設定など)検討する

・保育活動や遊びを通じて、伝える・伝わる経験を促す
・児の発達に合わせたコミュニケーション手段(ジェスチャー、絵カード、ことば等)を用いて、コミュニケーション力の向上を図る
・言語聴覚士による評価に基づき、個別の目標を設定し、家庭や保育活動の中で取り組める支援方法を検討する

・保育活動を通じて、集団のルールや手順を知らせ、社会性の発達を促す
・保護者とともに活動を行う安心できる環境の中で、信頼関係を築きや他児との関り方の方法を支援する
・支援者を介して同年齢の子どもたちと関わる機会を作り、自己や他児の気持ちの気づきを促す

支援方針

①クラス担任(保育士・指導員）を中心とした、医師・看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・心理士等のチームで支援をする
②スタッフ全員でカンファレンスやミーティングを行い、児に合わせた発達の課題や具体的な関わり方を検討し、その結果を個別支援計画に反映させ保護者に説明をする
③親子通園における保育活動を通じて、大人や友だちと遊ぶ楽しさを経験し、社会性を育てる
④生活リズムを整え、基本的生活習慣を身につけ、心身の機能の発達を促す

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 ・入園の集い　・なつまつり　・園外保育　・保育参観　・生活発表会　・お楽しみ会(クリスマス）・卒園の集い　・卒園式

（別添資料１）

家族支援
・個別支援計画の確認に伴う個別懇談　　　・多職種による保護者講座
・クラス内懇談会　　　　　　　　　・日々の子育てにおける相談
・保護者同士の交流の場の提供　　　・長期休暇中のきょうだい児の預かり

移行支援
【進級・就学に向けて、移行先への情報提供・情報共有】
・児の状態　・支援方法　・具体的配慮点　・保護者の意向
・移行にあたっての課題　・施設及び学校見学の調整及び引率

地域支援・地域連携
・交流保育　・市民センター子育て相談
・保育所等訪問支援事業　・関係機関連携
・地域外来療育(すぴか）

職員の質の向上
・所内・係内研修　・ケース検討会　・勉強会　・外部研修
・事業団内研修　・総合療育センター指導科新人研修

支　援　内　容

・児の発達段階を確認し、児に合わせた支援の方法を検討して基本的な身辺自立(食事・排泄・着替え等）を目指す
・偏食や咀嚼の課題に応じて、食育や食形態の見直し等を行い、支援の工夫を検討する
・保護者と生活リズム(食事量・睡眠時間等)を確認し、年齢や家庭に応じた生活の中の工夫を検討する
・医師や看護師を通じて、体の健康を保つための助言を行う

・セラピスト(理学療法士・作業療法士・言語聴覚士）の評価に基づいた、姿勢や運動、感覚等の支援を保育活動の中で行う
・粗大運動(トランポリン・ボール・揺れ遊具）、微細運動(ハサミ・描画・手指操作)等を取り入れ、様々な感覚を刺激する
・保育活動を通じて、児の得意な感覚を広げ、苦手な運動や感覚を確認し、対応方法の検討や経験する機会を作る
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